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経襲警静観罷
十
二
月
定
例
会

議
案
七
件
を
原
案
可
決

リ
十
二
件
は
継
続
審
議
N
H

マ
あ

ら

t
6
1
ν
 

ひ

昭
和
四
十
八
年
第
六
回
朝
日
町
議
会
定

例
会
は
十
二
月
十
近
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
会
則
で
も
っ
て
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
議
集
十
九
件

（う
ち
報
告

一
件
、
議
員
鉛
出
議
案

一
件

）
を
・
審
議
の
結
果
七
議
案
は
可
決
、
十
二

議
築
は
献
統
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

満
願
陣
情
十
八
件
（
う
ち
継
統
制
問
先
分

二
件
）
に
つ
い
て
飢
軍
部
資
の
蕗
果
採
択

十
六
件
、
常
識
禾
一J
二
件
の
決
定
が
さ
れ

ま
し
た
。

可

決

さ

れ

た

も

の

V
朝
日
町
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

用
地
交
渉
業
務
従
事
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
及
び
自
動
車
運
転
手
手
当
等
を
増

額
す
る
も
の
。

V
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
一

一郎
改

互
の
件

療
養
に
要
す
る
費
用
の
縮
か
ら
療
品
質
費

の
額
を
控
除
し
た
額
が

一
カ
月
三
万
円

を
こ
え
る
と
き
は
、
世
帯
主
に
可
し
、

当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
額
を
高
額
虫

－E
＝
＝
朝
日
町
議
会
＝
＝
－zz

養
費
と
し
て
支
給
す
る
ζ

と
に
改
正
さ

れ
た
も
の
。

V
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
股
置
等
に

関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

使
用
料
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

V
朝
日
町
立
境
小
学
校
大
平
冬
期
一
時

分
絞
肢
置
に
関
す
る
件

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一

日
か
ら
昭
和

四
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
期
間

境
小
学
校
分
校
内
に
お
い
て
設
醍
す
る

も
の
。
（
四
年
生
以
下
の
学
級
開
設
〉

V
工
事
情
負
禦
約
変
更
の
件

v－
帯
決
処
分
報
告
承
認
の
件

工
事
請
負
契
約
二
件

一
、
山
田
川
何
川
災
協
凶
辿
工
市

工
事
費

一一
凶、

八

O
Oキ
円

延

長

五

山

四

・
四
悦

巾

員

二
・
0
同
i
四

・
O
八
前

工

期

昭

和

四

十

八

作
十

一
川
九
日

ー
四
十
九
作
三
月
二
十
日

二
、
横
谷
川
阿
川
災
山
内
閲
迎
工
併

工
感
費

一一二
、
七
五

O
午
刊

延

長

山

ハ

O
凶

・
四
初

巾

員

二

・
二

O
t二
・
九
山
ハ
刊
川

エ
則
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
九
日

ー
凶
十
九
十午二
一月
二
十
け

V
腫
員
提
出
議
案

一
月
二
日、

一ニ目
、
祝
己
（

一
月
一
日

を
除
く
）
の
郵
便
配
達
脆
止
に
関
す
る

決
議
。

継

続

審

議

に

な

っ

た

も

の

V
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）

補
正
額
八
て

O
一
五
千
円
を
追
加
し

予
算
総
額
て
四
三
七
、
三
一
七
千
円

と
す
る
も
の
。
補
正
額
は
主
と
し
て
人

事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
。

V
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
州
国
民
健
脱

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
部
一
号

補
正
額
九
五
六
千
円
を
迫
加
し
予
算
総

額
二

O
八
、
二
一三
二
千
円
と
す
る
も

の。V
附
和
四
十
八
年
町
制
田
町
間
民
健
康

保
険
診
縦
胞
説
、

笹
川
、
符
崎
、
境

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
、
待
川
形
療
所
三

O
O干
円

宮
崎
診
療
所
・
｝
二

三
千
円

境

診

僚
所
二
六
一
千
円

以
上
の
補
正
加
は
主
と
し
て
人
件
費
分

V
昭
和
四
十
八
年
度
朝
日
町
簡
易
水
泊

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号）

補
正
額
五
六
二
千
円
を
迫
加
し
予
算
総

額
八
、
四
七
六
千
川
と
す
る
も
の
。

補
一止
稲
の
主
な
も
の
は
、
竹
の
内
簡
易

水
道
修
締
料
と
人
件
銭
。

V
昭
和
四
十
八
年
度
恥
U
町
立
伯
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

補
正
額
六
七
、
九
七
一
千
円
を
出
加
し

子
保
総
額
百
円
三
、

一一

七
千
円
と
す

る
も
の
。

補
正
額
の
主
な
も
の
は
人
件
費
。

V
帆
日
町
の
議
会
の
議
員
等
の
報
酬
政

む
償
引
い
弁
muに
関
す
る
条
例
一
部
改
、

～比カ川町一川

n
b
n
o
n
6
 

議
員
等
の
報
酬
を
改
定
し
よ
う

と

す

る

等

に

関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

も
の
o

V
朝
日
町
脆
債
の
給
与
に
闘
す
る
条
例

V
朝
日
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
料

一
部
改
定
の
件

及
び
そ
の
他
の
給
与
支
給
条
例
一
川
市
昭
間
四
ヤ
八
年
慢
に
お
け
る
期
末
手
当

改

正

の

件

の

割

合

等

の

特

例

に

関

す

る

条

例

制

定

V
朝
臼
町
教
育
長
官
員
会
教
育
長
の

給

与

の

件

。

…
請
願
・
陳
情
の
処
理

…

採
択
十
六
件
審
議
未
了
二
件

継
続
の
消
願
二
件
、
今
期
定
例
会
で
受
得
、

住
宅
建
築
の
媛
助
並
び
に
転
職
な

即
し
た
請
願
陳
情
十
六
件
、
計
十
八
件
に

ど

の

あ

っ

せ
ん

つ
い
て
所
管
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査

・
老
人
の
福
祉
対
策
の
充
実

し
た
結
果
十
六
件
は
採
択
、
二
件
は
・
得
議

・
社
会
福
祉
対
策
に
つ
い
て

米
了
と
な
り
ま
し
た
0

・
第
十
七
回
朝
日
町
社
会
福
祉
大
会
決
蟻

④

採

択

に

な

っ

た

請

願

陳

情

事

項

を
早
期
実
現

－三
一緑
ス
キ

l
場
に
篇
易
ス
キ

i
リ
フ
ト

・
境
、

宮
幡
、
笹
川
小
学
校
に
複
式
教
育

の

殴

置

解

消

の

た

め

町

単

独

負

担

の

敏

員

を

配

・

泊

東

郵

保

育

所

の

増

改

築

置

・
金
山
地
区
に
防
火
貯
水
槽
の
新
設
・
重
度
心
身
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費
を

・
一
月
二
目
、
三
日
な
ら
び
に
視
自
の
郵
公
費
負
担

便

配

達

を

廃

止

す

る

こ

と

・

昭

和

田

＋

九

年

度

小

・
中
学
校
費
予
算

・
笹
川
地
区
の
防
火
貯
水
槽
を
移
転
改
良
を
増
額

・
五
箇
庄
地
区
の
消
防
ポ
ン
プ
の
機
動
力
・
池
の
原
の
過
疎
対
策

を

整

備

・

学

校

保

健

の

振

興

・
赤
川
の
船
舶
一
警
揚
横
並
び
に
防
犯
一
煙
を
⑥
審
議
未
了
に
な
っ
た
も
の

設

置

・

朝

日

町

強

会

の

画

会

広

報

を

発

行

・
石
谷
地
区
の
集
落
移
転
に
伴
う
宅
地
取
・
桜
町
の
農
道
を
町
通
に
昇
絡

昭
和
四
十
八
年
度

般
会
計
補
正
予
算
な
ど

継
続
審
議
案
件
を
可
決

三日 町議会臨時会

月年
，.じ

日明
会 ~ ・! 
；口ju可
一 議

を附

【
十
二
月
二
十
八
日
】

も
っ

て
川
会
さ
れ
ま
し
た。

本
臨
時
会
で
芯
、
先
ぎ
の
ん
l

二
月
議
会
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比
例
会
に
お
い
て
総
私
術
部
と
な
司
て
い

た
議
終
十
二
件
が
得
議
イ
決
さ
れ
立
し

た。午
後

0
時
四
十
分
開
会
、
町
H
M
か
ら
船

祭
典
巾
の
説
明
が
あ
り
、
間
四
十
五
分
制

・築
十
二
案
件
を
そ
れ
ぞ
れ
の
所
特
常
停
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

午
後
二
時
五
十
分
一
内
閲
し
、
作
常
任
安

員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
採
決
を
行
い
、
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
長
報
告
要
旨

ひ

各
市
任
香
員
会
は
、
議
会
か
ら
付
託
さ

れ
た
媒
件
に
つ
い
て
位
置
に
術
持
し
た
結

果
、
全
案
件
に
つ
い
て
掠
楽
ど
お
り
吋
伏

す
べ
き
も
の
と
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な

・胃F
、，込
，k
g
B
盲宵本

Fut

さあ

H
百
万
円
以
上
の
工
事

日

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
郡

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

て
町
道
高
畠
九
号
線
革
巾
改
良
工
事

工
事
費
四
、
－
五

O
千
円

延
長
二
五
二
・
二
米

巾

員

五

・
O
I六
・
O
米

工

期

一

月

八

日

J
三
月
二
十
日

二
、
町
道
笹
川
＋
五
号
線
箆
巾
改
良
工
事

工
事
費
三
、
七
五

O
千
円

延

長

一

三

九

・
六
米

巾

員

四

・
O
米

工

期

一
月
十
日

t
三
月
二
十
日

三、

町
道
問
中
、
大
鷺
谷
銀
鉱
巾
敬
良
工

事
工
事
費

延

長

巾

員
工

期

(3) 

て
九
三
O
千
円

一
O
六
・
八
米

五
・
五
米

一
月
十
日

t
三
月
二
十
日

山釘削げ
が
あ
け
苦
し
に
ω

・
度
幽
常
連
股
委
員
会

多
端
な
れ
会
状
勢
に
か
ん
が
み
、

町
岨引

の
納
行
に
あ
た
り

一
一制
労
刈
さ
れ
る
よ
う

．吸
引
す
る
。

－
文
教
厚
生
委
員
会

継
続
潟
識
と
な
っ
た
即
．山
を
況
に
抑
解

さ
れ
、
今
後
な
お
正
常
化
を
図
る
よ
う

一

周
の
努
力
を
要
望
す
る
。

－
総
務
委
員
会

労
使
関
係
の
正
常
化
に
つ
い
て
は
、
当

仙
の
制
極
的
な
努
力
が
見
受
け
ら
れ
、
労

使
尖
に
反
行
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
十

分
と
は
い
え
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
今
後

此
ハ
労
使

一
体
と
な
っ
て
、
町
民
の
稿
祉
に

専
念
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

，、
刊伊弘
司r
弘mF
弘F
何、M
胃、，
L
n
’tn
，、B

宵、S
F

、，a
‘叫，uEF
、M
町‘

朝
日
町
人
事
異
動

新

旧

自
治
大
学
校

企
闘
財
政
課
中
村
雄
三

派

遣

企

画

係

長

J
泊
欄
院

1
新

採

稲

田

一

俊

彦

（
昭
和
四
十
九
年
一
月

一
日
付
）

住

民

謀

国
民
年
金
係
長
休

騒
嘉
義
新
太
郎

住

民

謀

住
民
係
長
兼

住
民
係
長

国
民
年
金
係
長
水
島
英
明

〈
昭
和
四
十
九
年
一
月
四
日
付）

退

E能

的

病

院

技

師

守

沢

政

一

（
附
和
四
十
八
年
十
二
月
八
日
付
）

泊

病

院

看

護

婦

梨

木

敬

子

（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
日
付
）

泊

病

院

看

護

婦

弁

森

恵

子

。

助

手

水

島

す

み

チ

〈
昭
和
四
十
八
年
十
一
一
月
三
十
一
日
付
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

関
係
者
は
見
て
お
き
ま
し
ょ
う

異
議
の
申
し
立
て
は
三
月
一
日
1
三
十
日
ま
で

昭
和
四
十
九
任
度
問
定
資
佐
税
賦
課
の

基
木
と
な
る
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の

評
価
棋
が
笠
枇
附
さ
れ
て
あ
る
、
間
定
資
産

税
課
税
台
艇
を
、
つ
ぎ
の
日
利
に
よ
り
関

係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
期
間
中

に
縦
覧
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

縦縦
覧 貨
の の 記
期 場
問 所

朝
日
町
役
場
税
務
課

三
月

一
日
よ
り

三
月
二
十
日
ま
で

な
お
評
側
決
定
制
舶
に
対
す
る
、
異
議

の
申
し
立
て
は
、

一二
月

一
日
よ
り
三
月
三

十
日
ま
で
の
期
間
に
受
付
付
け
る
と
と
に

な
♂
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
課
税
様
準
額
の
算
定

は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宅
地

（
住
宅
用
地
）
評
価
制
に
た
い
し

三
O
M
l五
O
%が
課
税
標
準
額
と
な
り

ま
す
。非

住
宅
用
地

宅
地
（
店
舗
、
事
務

所
、
工
場
、
倉
庫
等
に
使
用
の
土
地
）
山

綜
、
原
野
、
雑
種
地
等
は
、
評
価
額
に
た

い
す
る
昭
和
四
十
八
年
度
課
税
原
準
額
と

の
系
額
の
、

二
分
の
一
の
額
が
、
減
聞
と

な
り
ま
す
。

息
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
地
に
変
更
が

な
け
れ
ば
昨
年
ど
お
り
で
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
滅
、
川
崎
、
改
築
、

取
り
乙
わ
し
、
売
買
、
開
与
等
昭
和
四
十

八
年
中
に
家
屋
の
移
動
が
あ
っ
た
納
税
者

以
外
は
、
昨
年
の
と
お
り
で
す
。

町、
：
最
低
賃
金
の

t
i
t
J

R

i
一
部
改
正

L

O
三
月

一
日
か
ら

0

宮
山
労
働
基
準
局
で
は
‘
昭
和
四
十
九

年
三
付

一
日
よ
り
、
次
の
産
業
に
働
く
労

働
者
の
位
低
賃
金
森
」
改
正
し
ま
し
た
。

な
お
金
制
は
通
勤
手
当
、
結
皆
勤
手
当

を
除
い
た
も
の
で
〈
）
内
は
短
時
間
労

働
者
又
は
時
間
給
者
に
適
刑
さ
れ
ま
す
0

1

卸
売
襲
、
小
売
業

（
飲
食
店
を
合
む

な
お
閤
定
資
産
税
の
も
と
に
な
る
法
律

（地
方
説
法
）
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
課
税
標
準
額
の
変
わ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。伯

B
ω

て
四
四

O
円

（
一
時
間

一
八
O
円）

…
刊

…

川

2

理
容
業
、
実
容
業

列

一
∞

…

0
・

資

格

者

一
日

て

一一一O
O円

・式

…
5

…

一

（
一
時
間
一
四
五
円
）

賞

…
績

顕

）

附

そ
の
他

一
日

て

の

δ
O同

’l

…
準

法
叶

日

川

（
一
時
間

一
一
一一一円）

洲

・
頑

謙

一

H

a

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

用

問

民

吃

1
2

：
0

附

噸

（
一

一
日

一
、
三

06
円

』

F
ヒ

nv
喧
喧
q

’’F

－：－

住

ω引

U

M

J

i

∞
ω

（
一
時
間
一
六
一
二
円〉

作

1
毎

年
・

（

ρ一
5
・
た
だ
し
受
付
、
仕
分
け
、
ご
み
取
り
、

i

積

刊

刊

ρ

H
7

包
装
、

整
理
等
の
軽
易
な
作
業

樋

和

和

一

一
一一
一

一

一

日

て

一
五
O
円

評

庖

節

C

（
一
時
間
一
四
四
円
）

託

、れ

ん
9
で

提

サ

て

と

ご

（

』

ヤ守
口

約

ヘ，
r

F
3
県

を

ン

し

者

ル

｝

F

I

U

バラ

i
寸
ノ

E
E
山

報

斤

施

費

ヤ

－E4
4
輔

ま

く
9
富

情

フ

実

情

J

川

一

M
i一品
情

、

お

O

、

な

レ

ら

い

F

報

一

・
14by

H

日

速

テ

か

野

老

情

｛

U
J3
V
事

L

一
今

迅

活

目

、

白

－

？

ん

怨

価

て

い

1

の

つ

生

川

門

前

祝

況

安

策

関

一

｝
川
吹
示

物

つ

よ

4
高
か

費

月

知

。

。

状

状

目

対

価

川

岩
場

で

知
的
側
守
山
舵
一
叫
ん
寸
胴
鎚
川
伽
一
側
側

一

れ
韓
民
持

活

け

い

肝

に

め

こ

。

情

に

だ

容

師

入

内

買

の

の

－

－

uu一
也

電

メ

（

足

者

た

を

す

な

め

く

内

物

輸

県

お

県

そ

一

｝
泊
s

－L1
さ

L
不
問
る
ス

山一
い
舵

た

用

銀

・
・

～

町一主三

嶋

1
・

E
物

尚

す

ピ

り

，
P

ぬ
る

利

情

民
要

T

は
供

一
お

な
ど

（

一
日
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務第

物

価

高

に

対

処

’援護

物
価
等
に
対
し
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う

①

買

い

控
え
運
動

※
不
魚
、
不
必
按
な
・
も
の
は
飼
い
般
え

ま
し
ょ
う
。

（
原
材
料
の
値
よ
り
が
物
不
足
ぞ
即

由
に
直
接
製
品
価
格
に
は
ね
か
え
り

時
に
は
プ
ラ
ス
ア
戸
フ
7

が
つ
く
。

不
当
に
高
い
商
品
は
4

買
い
娘
ぇ
。

で
対
抗
し
、
売
手
の
側
格
を
消
費
者

で
コ
ン
ト
ロ

l

w
ず
る
）

昨
年
の
豆
腐
や
繊
維
製
品
の
異
常
な
値

上
り
に
始
ま
り
、
中
東
戦
争
に
端
を
発
し

た
石
州
危
機
、
間
関
連
製
品
の
暴
勝
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
洗
剤
に
代
表
さ
れ

る
生
活
必
需
品
の
不
足
な
ど
物
価
高
、
物

不
足
は
深
刻
の
度
合
い
を
深
め
私
た
ち
消

費
者
の
生
活
を
パ
ニ

γ
ク
状
態
に
ま
で
追

い
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
物
価
高
、
物
不
足
に
対
し
政

府
や
地
方
自
治
体
で
は
住
民
生
活
安
定
の

た
め
対
策
本
部
の
設
置
、
関
連
法
案
の
制

定
や
強
制
強
化
の
た
め
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
石
油
危
舗
を
中
心
と
す
る
物
不

足
は
今
後
さ
ら
に
物
価
に
大
き
く
作
用
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
政
府
や
自

治
体
の
み
に
、
物
資
、
物
価
問
題
を
依
存

す
る
の
で
は
な
く
、
消
費
経
済
の
担
い
手

で
あ
る
私
た
ち
消
費
者
か
ら
も
積
極
的
に

一

近

術

ス

店

の

得

一

’

る

技

ピ

閥

れ

控

一

ル

－

れ

営

一

良

哨

を

－4
J

一

さ

経

サ

僅

が

栄

．J
f

’
p

一

頼

の

程

、
店
の

一－ア

μv
ト

僧

店

の

た

具

）

－
7

コ
Z

r
n

ら

各

乙

つ

家

問

－
手
』

E

L

L

か

頃

、

行

村

長

一

J

宇

E

S
者

日

が

が

木

議

…
ヨ
え

・・
3
・

足

首

、

す

県

町

会

一
戸
よ
：

l

要

梢

く

ま

で

当
識

－L
v
t
b
す

は

ぺ

い

し

、

県

－
官
製

l
f
キ

で

す

て

と

果

（

一

A
l
－
－

K
会

皮

し

環

結

店

一
戸
卜
’
完
民
寸

工

脱

力

一
の
商

－
「
i

－
l

一

商

に

努

の

査

ル

た

－l
t

一

町

店

に

動

審

デ

し

一
日
間
1

．

日

商

上

述

の

毛

ま

…

l
J

朝

的

向

化

定

良

れ

一

代

の

強

選

優

さ ①
生
活
の
む
冗
を
省
く
運
動

※
生
一
活
の
む
だ
を
省
き
ま
し
ょ
う
。

（A
f
一
度
自
分
の
生
活
を
揃
み
て
生

活
の
む
だ
を
見
直
し
、
使
い
拾
て
は

英
徳
だ
と
考
え
て
い
た
梢
持
者
自
身

の
反
省
も
合
め
、
自
発
的
に
飢
約
し

買
い
急
ぎ
を
避
け
物
価
の
高
騰
を
防

ぐ〉

石
油
危
機
と
モ
ノ
不
足
に
つ
い
て
政
府

は
い
ま
そ
の
対
策
に
腐
心
し
て
い
る
と
と

ろ
で
す
が
、
私
た
ち
も
日
常
生
活
に
お
い

て
資
源
を
も
っ
と
も
っ
と
火
切
に
使
い
た

い
も
の
で
す
。

商
店
で
は
紙
不
足
の
現
状
か
ら
包
装
紙

、
袋
に
つ
い
て
は
進
物
用
は
別
と
し
て
、

努
め
て
節
約
す
る
万
向
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
も
品
物
に
よ
っ
て

は
風
呂
股
持
惨
な
ど
で
お
買
物
を
さ
れ
る

よ
う
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。罪事等ヨ

＠
休
耕
田
の
稲
作
復
帰
①

今
年
か
ら
単
純
休
耕
の

奨
励
補
助
金
は

な
く
な
り
ま
す

昭
和
め
年
か
ら
、
余
剰
米
が
多
く
な
り

み
な
さ
ん
に
、
米
の
生
産
調
般
に
、
ど
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の

国
際
的
な
食
樹
鵠
給
の
変
化
に
と
も
な
い

優
良
股
地
の
荒
胞
を
防
止
す
る
と
と
も
に

閥
品
性
の
高
い
、
富
山
米
の
大
量
生
産
に

つ
と
め
食
樹
基
地
と
し
て
の
地
位
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ζ

と
か
ら
、
町
と
し
て
も
昨
年
休
耕

さ
れ
た
農
地
が
、
約
叩
ヘ
ク
タ
1
W
あ
る

と
乙
ろ
か
ら
、
と
れ
ら
の
体
耕
出
の
稲
作

復
帰
に
極
力
つ
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

諸
般
の
事
怖
か
ら
、

自
家
で
耕
作
で
き

な
い
方
は
、
近
隣
の
方
に
作
業
の
委
託
脅

す
る
と
か
、
山
田
等
で
、
荒
廃
が
は
げ
し

く
稲
作
が
不
可
能
と
見
込
ま
れ
る
よ
う
な

と
こ
ろ
で
は
、
林
木
、
集
樹
、
そ
の
他
地

蹴
に
適
し
た
作
物
を
作
付
し
、
麦
、
大
兄

例
料
作
物
を
軍
点
に
し
た
定
茄
性
の
あ
る

転
作
を
推
進
し
、
土
地
の
有
効
利
用
に
つ

と
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

単
純
休
耕
奨
励
補
助
金
は
今
年
か
ら
な
く

な
り
、
転
作
等
の
補
別
企
の
額
は
、
昨
年

と
問
繊
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
次
の
よ

う
な
算
出
方
法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

1. 普通転作

~i位面的 iOアーノレ当り
当り地機 ×面積×68円十5.0001弓＝ 約35.000円
収段段

2. 特矧lj

単悦I面陥 10ア一ノレ当り
当4り底惟×[i'j]禎×681司十10.000PJ竺 約40.000円
収 1盤m

3.土地改良j面年施行

胤｛＼II百ffi I 0アー／ν当り
当り滋似 × 1liif1~ y 68円＝ 約30,00Q/ij
l収雌周

（
注
）
単
位
而
相
当
り
収
準
収
微
幽
は
、

昭
和
何
年
脱
業
共
開
基
恨
以
収
に

よ
る
。

稲
作
転
換
闘
傑
数
量
（
反
収

x
而
脳
）
は

、
問
全
体
で
ゆ
万
ト
ン
で
、

一円
々
の
躍
中
が

に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
∞
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
達
成
さ
れ
た
牒
家
に
つ
い
て

は
1
勾
当
り
9
円
切
銭
の
協
力
特
別
交
付

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

知
事
賞
な
ど

多
く
の
賞
を
獲
得

富
山
県
花
き
品
評
会

。
＝
一
枝
構
藤
周
慎
一
さ
ん
ほ
か
A
V

富
山
県
、
県
花
き
協
会
主
催
の
第
四
回

花
ぎ
品
評
会
が
十
二
月
二
十
凶

・
二
十
五

日
県
民
会
館
で
行
わ
れ
、
地
問
鈎
の
部
で

、
朗
自
町
よ
り
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。

患思
知
事
賞

一ニ
枚
椀

藤
田
慎

農
林
漁
喋

振
興
会
長
賞

一一一
枚
附
藤
井
敏
弘

優
良
賞

三
枚
橋

藤
田
利

、a’LE
E，
優
良
質

劇

ー闘
凶
聞
－

Y

－－

S圃
司
伺

ER
一一一
枚
楠
藤
岡
仁
三
松

5》
優
良
質

一一
枚
楠

藤
国
覚
平

r・布石一－－－へ1
め l切今 A ~·

｛ま限月 γ〈
しH は .A_ ? 
トマz関 7

~ Sす歪月 t
。資の・．

~ 託寝 税i
~ す第 金 i

店話。！
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土
地
利
用
の
高
度
化
と

農
業
の
近
代
化
を
め
ざ
し
て

湾和49年 2月 10日
刊（毎月10日発行）

；暴挙：提思想：襲撃錆説明；；

魅

力

あ

る

農

業

地
域
を

作

り

あ

げ

る

た

め

に

ひ

町
で
は
、
今
後
間
以
業
の
振

興
を
は
か
る
地
域
を
あ
き
ら

か
に
し
、

土
地
利
用
の
高
度

佑
と
農
業
の
近
代
化
の
た
め

の
諸
条
件
を
強
力
に
盤
備

し
、
魅
力
の
あ
る
農
業
地
域
を
作
り
あ
げ

る
た
め
に
、
農
業
振
興
地
域
の
指
定
を
受

け
、
あ
ら
ゆ
る
食
業
の
脳
策
に
対
し
大
わ

く
を
定
め
る
役
割
を
果
た
す
整
備
計
困
を

と
の
ほ
ど
策
定
し
ま
し
た
。

さ

－
農
用
地
利
用
計
画

あ

農
用
地
利
用
計
画
は
、
股
用
地
の
確

保
、
農
業
基
盤
盤
備
の
計
図
的
な
誘
識
と

実
施
、
ま
た
土
地
改
良
施
設
な
ど
の
効
果

の
維
持
保
全
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な
、

農
業
上
の
土
地
利
用
の
計
画
佑
を
ね
ら
い

と
し
た
基
舵
的
な
計
画
で
、
今
後
農
用
地

と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
と
、
そ
の
柚
の

土
地
と
の
聞
に
、
明
確
に
一
線
を
闘
し
て

定
め
る
「
農
用
地
区
域
」
と
、
そ
の
区
域

内
の
土
地
に
つ
い
て
定
め
る
農
業
上
の
「

用
途
区
分
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

・・
町
で

「
農
用
地
区
域
」
と
定
め
た
土
地

は
、
お
お
む
ね
択
の
と
お
り
で
す
。

（駒蓄量産易会喜）第222号(5) 

犬
家
庄
地
区
・
・
・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
実
施

計
画
中
の
土
地
全
体
と
舟

川
新
、
器
問
地
内
の
ほ
と

ん
ど
の
土
地。

野

中

地
区・：
県
常
ほ
場
趨
備
事
業
実
施

計
画
中
の
土
地
全
体

山

崎
地
区
：
・
団
体
営
ほ
場
稽
備
事
業
実

施
計
画
中
の
土
地
全
体
。

南

保

地
区・：
回
依
営
ほ
場
幣
備
務
業
実

施
ず
み
の
土
地
（
た
だ
し

蛭
谷
地
内
ほ
場
経
備
地
域

を
除
く
）

五
箇
庄
地
区
：・
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事

業
、
団
体
首
謀
議
で
ほ
場

盤
備
ず
み
の
土
地
（
た
だ

し
国
道
八
守
線
と
削
除
泊
出

崎
入
善
線
に
か
と
ま
れ
た

区
域
内
の
土
地
を
除
く
〉

区・
・
・
団
依
嘗
ほ
場
整
備
事
業
実

施
ず
み
の
土
地
全
体
。

5a 
地

ま
た
こ
れ
ら
の
農
用
地
区
域
の

「
用
途

区
分
」
は
、
す
べ
て

「
悶
」
と
し
て
灰
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

Z
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

開
発
計
画

乙
の
計
画
で
は
、
土
地
基
盤
の
聾
備
や

開
発
の
方
向
に
即
し
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
用
水
改
民
、
統
水
改
良
、
ぱ
削
脚
駅

周
、
段
通
強
制
、
暗
き
ょ
排
水
な
ど
の
事

業
を
、
晴
樹
類
と
と
に
事
業
の
概
要
お
よ
び

地
区
別
の
受
菰
区
域
の
所
在
附
与
を
明
ら
か

に
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

は
お
こ
の
計
闘
の
対
象
地
は
原
則
と
し

て
股
刷
地
区
域
の
み
に
剖
国
さ
れ
て
い
ま

す。ー

農
地
等
の
権
利
取
得
の

同
滑
化
計
画

こ
の
計
画
で
は
股
業
経
岱
の
規
脱
拡

大
、
州
民
地
の
接
聞
化
な
ど
の
誘
導
の
力
向

を
定
め
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
畿
地
等

の
売
買
、
交
換
、
権
利
の
設
定
ま
た
は
移

転
の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
活
動
、
あ
っ
せ
ん

の
対
象
と
す
る
農
地
、
あ
っ
せ
ん
に
よ
る

取
得
者
の
範
聞
な
♂
ば
つ
い
て
定
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
農
業
委
員
会
が
行
う

「
農
地
移
動
適
正
佑
あ
っ
せ
ん
事
業
」
と

か
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
に

よ
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

4
農
業
近
代
化
施
設
の

整
備
計
画

以
上
三
つ
の
計
画
が
土
地
に
直
接
関
連

す
る
部
分
の
計
画
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ

れ
ら
を
基
雌
と
し
た
農
業
経
営
、
農
業
生

産
な
ど
に
関
連
す
る
地
域
股
業
の
近
代
佑

を
図
る
た
め
に
必
要
な
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
業
機
械
、
農
産
物
の

調
路
貯
蔵
、
祭
出
荷
加
工
施
設
な
ど
の
共

同
利
用
施
設
を
地
区
別
に
、
重
点
作
自
の

生
産
見
通
し
、
農
業
技
術
俸
系
、
生
産
体

制
の
あ
り
方
な
ど
を
前
提
と
し
て
配
置
計

画
し
た
も
の
で
す
。

以
上
が
計
．酬
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、
こ

の
磯
備
計
画
を
達
成
す
る
た
め
の
事
業
は

そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
国
や
県
の
車
業
に
ゆ
疋

ね
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
の
計
閣
は
町
の
今

後
の
農
業
に
対
す
る
マ
ス
ク
ー
プ
ラ
ン
と

し
て
い
く
も
の
で
す
。

整
備
計
画
達
成
の
た
め
の

措
置
は
：
：
・

1

整
備
計
画
の
基
本
と
な
る
、
計
聞
に

従
っ
た
土
地
利
用
の
た
め
に
次
の
よ
う
な

措
位
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
段
用
地
区
域
内
の
土
地
が
用
途
と
お

り
に
利
用
さ
れ
な
い
と
き
は、

市
町
村

長
が
土
地
の
権
利
者
に
対
し
て
、
用
途

ど
お
り
利
用
す
る
よ
う
勧
告
で
き
る
。

①
農
用
地
区
域
内
の
農
地
等
の
転
用
は

原
則
的
に
許
可
さ
れ
な
い
。

①
農
業
委
員
会
が
法
律
に
基
づ
い
て
農

用
地
区
威
内
の
農
地
等
に
関
す
る
権
利

の
設
定
、
移
転
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す。

2

つ
ぎ
に
聞
や
県
の
補
助
融
資
事
業
（

土
地
改
良
事
業
、
第
二
次
農
業
糊
造
改
議

事
業
等
）
は
轄
備
計
聞
に
即
し
て
優
先
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

3

ま
た
農
地
等
の
権
利
移
動
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
、
市
町
村

長
の
勧
告
な
ど
国
の
施
策
に
そ
っ
て
動
い

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
権
剰
移
動
に
つ
い
て
の
譲
渡
所
得
税

に
つ
い
て
は
、
一
般
の
場
合
の
百
万
円

の
控
除
に
加
え
て
特
別
の
控
除
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

①
取
得
し
た
場
合
の
登
録
免
許
税
は
、

普
通
は
そ
の
土
地
価
格
の
千
分
の
五
十

に
相
当
す
る
額
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
を
千
分
の
い
ハ
と
な
る
措
闘
が
と
ら

れ
ま
す
。

①
土
地
の
買
換
え
を
し
た
場
合
に
は
、

譲
渡
所
得
の
課
脱
に
つ
い
て
の
特
例
・
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

地

方

税
に
お
い
て
も
不
助
産
取
得
税

の
軽
減
時
間
が
と
ら
れ
ま
す
。

農
用
地
利
用
計
画
の

変
更
が
あ
り
ま
す

ほ
場
勘定
備
閏
の
農
地
転
用
は
ご
注
意
を

こ
の
盤
側
汁
聞
の
う
ち
前
述
の
「
股
問

地
利
用
計
画
」
の
中
で

「
腿
用
地
区
域
」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
燥
地
に
つ
い
て
は
、

民
用
地
利
用
計
画
を
変
更
し
て
そ
の
土
地

を
農
用
地
広
域
か
ら
除
外
し
な
い
か
ぎ
り

宅
地
等
へ
の
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
昨

今
の
よ
う
に
経
済
事
情
や
そ
の
他
の
情
勢

の
変
化
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
町
で
定
め

た
農
用
地
区
域
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ

こ
の
農
用
地
利
用
計
似
の
変
更
を
考
慮
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
年

一
聞
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
で
は
当
面
四
月
を

変
更
の
時
期
と
し
、
三
月
末
H
ま
で
に
変

更
手
続
き
を
取
り
扱
い
ま
す
c

「
農
用
地
底
域
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た

区
峨
内
の
農
地
を
転
用
し
て
乙
と
一
年
ぐ

ら
い
の
聞
に
、
住
宅
や
農
業
用
施
設
等
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
変
更
手
続
き
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
産

業
課
農
政
係
（
T
E
L
一二
110五
二
九
〉

で
受
け
付
け
ま
す
。

n
o
n
o
n
g
 



(6) 

福祉二1
t窓d

・
高
額
療
養
費
制
度． 

苦

固と
z：国

間
宮政
はの
ザ） .__1ー

コム叶斗

茎 で

昭和49年 2月 10円
月干lj（似月10日発行〉

H
四
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
H

朝
日
町
で
は
と
の
た
び
問
民
間
凶
保
険

の
高
尚
療
養
費
支
給
制
度
を
新
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
〈
昭
和
四
十
λ
年
十
二
日

一
日

よ
り
ぷ
療
を
受
け
ら
れ
る
人
）

こ
れ
は
療
獲
費
の
自
己
負
担
額
が
一
カ

月
三
万
円
を
こ
え
た
場
合
は
、
そ
の
こ
え

た
額
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す
る
と
い

う
制
度
で
す
。

し
た
が
っ
て
．
長
期
限
必
の
方
、
あ
る

い
は
な
お
り
に
く
い
附
%
の
方
は
、
医
療

費
の
れ
己
仇
担
額
は
一
力
川
一一
万
川
ま

で
、
と
い
う
と
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
町
の
国
氏
健
脱
保
険
の
財
政
は

い
以
む
の

K
変
な
医
按
貨
の
増
加
に
加
え

て
、
二
月

一
H
よ
り
医
出
費
の
火
山
な
仰

上
げ
（
十
九
%
）
が
あ
り
き
わ
め
て
苦
し

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
あ
え
て
と
の
制
度

を
発
起
さ
せ
た
の
は
、
。
病
気
に
な
っ
て

も
金
の
い
ら
な
い
社
会
。
と
い
う
悶
民
健

凶
保
附
制
度
間
投
の
レ
ヘ
凶
組
に
、
．
か
で

も
近
づ
き
た
い
と
い
う
念
願
か
内
で
す
。

と
う
か
、
被
保
険
お
供
枇
は
、
と
の
趣

旨
を
問
解
し
て
い
た
だ
き
、
医
山
間
蜘
則
前
約

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
ね
が
い
い
た

し
ま
す
c

ひさあ（約議＆~~~） 第222号

。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
支
給
さ

れ
る
か

同
保
の
加
入
者
（
一
被
似
険
者
）
が
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
は
、
か
か
っ
た
医

僚
費
の
三
却
を
、

一
部
負
担
金
と
し
て
’
H

分
で
負
担
し
て
、
病
院
、
診
療
所
の
怒
川

で
支
払
う
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

…
人
の
加
入
者
が
お
医
必
さ
ん
に
か
か

っ
て
、

一
つ
の
・
制
院
、
珍
療
所
〈
保
険
部

局
も
同
じ
で
す
。
）
に
、

一
カ
月
三

人
、

．
ヵ
月、

一
－M別
院

・
8
城
川
と
ど
必

ぬ
く
だ
さ
い
の
）．
一一万
円
以
上
の

一
部
れ

川
合
（
什
己
れ
担
金
）
を
支
払
っ
た
場
合

は、

J

一
力
刊
を
乙
え
た
，微
に
つ
い
て
、
回

保
が
あ
と
か
ら
加
入
者
ヘ
払
い
も
ど
し
ま

す。
た
だ
し
、
一
部
負
割
余
（
臼
己
負
判
分

）
が
一
カ
月
三
万
円
を
ζ

え
て
い
る
か
ど

う
か
の
計
算
は
、
次
の
よ
う
な
刀
法
で
や

り
ま
す
。

。

一
部
負
担
金
の
計
算
方
法

し
暦
月
ご
と
に
計
算

川
の

一
け
か
ら
月
末
ま
で
の
受
給
に
つ

い
て
一
カ
バ
と
し
て
川
釦
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
あ
る
月
の

1
．K

日
か
ら
塑
月
の
ト
五
日
ま
で
の
よ
う
に
、

月
を
ま
た
が
っ
て
入
院
し
た
場
合
で
、
政

初
の
月
の
診
療
費
の

一
部
負
拘
金
の
額
が

二
万
円
、
翌
月
が
二
万
円
、
合
計
一
カ
月

四
万
円
を
自
己
負
担
し
た
場
合
は
、

一
日

か
ら
月
末
ま
で
の
計
算
で
す
か
ら
高
鮪
療

盤
簡
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
同

一
月
内
に
い
っ
た
ん
退
院
し

て
、
ま
た
そ
こ
へ
再
入
院
し
た
よ
う
な
場

合
は
、
合
わ
せ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

2

病
院
、
診
揮
所
ご
と
に
計
算
し
ま
す

た
と
え
ば
、
引
の
病
院
と
乙
の
病
院
へ

同
時
に
か
か
っ
て
い
て
、
一
部
負
担
金

（

自
己
負
担
金
）
と
し
て
一
カ
月
に
射
の
病

院
へ
五
万
円
、
乙
の
病
院
へ
四
万
円
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
叩
の
病
院
の
分
に
つ
い

て
は
三
万
円
を
控
除
し
た
ご
万
円
、
乙
の

病
院
の
分
に
つ
い
て
は
同
僚
に

一
方
刊
の

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

叩
乙
刷

い
刀
の
病
院
を
会
卸
す
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

3

歯
科
は
別

的
院
ま
た
は
給
機
所
に
内
科
な
ど
の
斜

と
似
斜
が
あ
る
場
合
は
、
内
糾
な
ど
の
斜

と
附
科
は
別
の
附
院
ま
た
は
治
療
所
と
し

て
般
い
ま
す
。

4

総
合
病
院

総
合
病
院
の
各
診
療
斜
は
そ
れ
ぞ
れ
、

川

ω病
院
、
ま
た
は
診
療
所
と
し
て
段
わ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
忠
者
が
他

の
制
の
治
療
を
う
け
に
と
き
は
、
合
算
し

て
JA節
さ
れ
ま
す
。
（
そ
の
と
き
で
も
備

制
は
別
）

5

入
院
と
通
院

ひ
と
つ
の
病
院
、
地
的
療
所
で
も
、
入
院

と
通
院
は
別
に
被
い
A
円
相
川
し
ま
せ
ん
。

6

差
額
ベ
ッ
ド
や
っ
き
そ
い
看
篠
料
は

対
象
外

入
院
し
た
と
き
の
法
制
ベ

ソ
ド
代
や
基

酷
者
識
の
病
院
へ
入
院
し
た
と
き
の
つ
き

そ
い
看
誰
料
、
ま
た
は
尚
科
で
認
め
ら
れ

て
い
る
差
額
徴
収
な
ど
は
、

－
部
負
担
金

の
中
に
入
り
ま
せ
ん
0

7

療
聾
聾
払
い

（
慰
者
が
代
金
を
支
払

ぃ
、
あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
も
ど
し
を

う
け
る
こ
と
）

の
と
き
も
可

説
縦
揺
制
般
で
な
い
病
院
、
診
療
所
へ
入

院
し
た
と
き
の
宥
漉
料
、
生
肌
代
、
治
療

用
装
具
代
、
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
は

り

・
灸
師
な
ど
の
施
術
代
、
移
送
費
、
や

む
を
得
な
い
珂
由
で
保
険
証
を
使
わ
ず
に

医
者
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
、

思
者
が
代
金
を
支
払
い
、
あ
と
で
国
保
か

ら
払
い
も
ど
し
を
う
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「

療
養
費
払
い
」
の
場
合
も
、
高
瀬
援
養
費

は
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
〉
支
給
を
う
け
る
手
続
き

所
定
の
「
防
細
線
接
関
文
給
申
請
献と

を
役
場
の
窓
口
ま
で
射
出
し
て
く
だ
さ

い
。
〈
附
・
消
出
は
役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
V
A
巾
摘
出
川
拠
出
の
際
に
は
、
領
収
mH

そ
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
〕

〈
〉
い
つ
ご
ろ
支
給
さ
れ
る
か

「
診
僚
報
酬
請
求
明
細
書
」
は
診
療
を

う
け
た
月
の
翌
々
月
の
中
ど
ろ
に
国
保
係

へ
伺
っ
て
き
ま
す
。
高
額
療
養
費
の
お
支

払
い
は
そ
の
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。
（
二
・
刀

丹
後
と
な
り
ま
す
。
）

マ
老
人
医
療
費

「
話
人
以
蹴
時
笠
松
者
一A
」
で
お
限
者

さ
ん
に
か
か

っ
て
い
る
万
は
、
い
ま
ま
で

と
問
じ
決
簡
で
必
械
を
う
け
て
く
だ
さ

、、
《》

’uv
 わ

か
ら
な
い
こ
と
、
く
わ
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
朝
日
町
住
民
謀
悶
民
健
康
保
険

係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈

T
E
L①
一

一
O
O）

n
b守
t
n
U

一
胃
ガ
ン
検
診
の

一

一
追
加
実
施
の
お
し
ら
せ

町
で
実
施
し
て
い
ま
す
胃
ガ
ン
鍛

－

ん
団
検
診
は
、
年
末
に
（
各
地
区
）
予

山

一
定
通
り
終
了
し
ま
し
た
が
、
つ
ご
う

一

一
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
万
の
た
め
一

一
に
、
左
記
に
よ
り
追
加
実
施
い
た
し

－

～
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
万
は
役
場
住

一

一
民
諜
に
お
中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

『

－

記

日
時
三
月
十
五
日
〈
金
）

－

一

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
十

一

一

時

三

十

分

ま

で

ん

－

会
場

朝

日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

…

料
金
四
百
円
山

一

－

※
当
日
の
刷
食
は
と
ら
な
い
で
く

－

一

だ
さ
い
。

…
み

…
る

川
メ
＼

…
町…

み
…
る

川
メ
＼

…
家－

」
…
る

川
守

山
を

…
年

…
少

…
主
同
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毎金
官三ょυ

現
況
屈
は

お
く
れ
な
い
よ
う
に

提
出
が
沿
く
れ
る
と

支
給
も
ι
ぶ
く
れ
ま
す

。
国
民
年
金

の
受
給

。

さ

樺

害

年

金

五

月

三
十
一
日
山

母
子
〈
準
母
子
）
年
金

玄

月

三
十

一
日
山

遺

児

年

金

五

月

三
十

一
日

…

寡

婦

年

金

五

月

三

十

一
日
山

現
況
届
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
庁
又
は

川

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
ま

川

す
か
ら
、
そ
の
用
紙
に
、
役
場
で
証
明
し
川

て
も
ら
い
、
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
組
川

出
し
ま
し
ょ
う
。

川

一｜
児
童
手
当
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
」

…
一

「
｜
｜

務

昭

和
四

十

九

年

四

月

か

ら

物
millL

該
当
の
方
は
三
月
ま
で
手
続
き
を

…

に

児
童
手
当
制
度
は
四
十
七
年
一
月
か
ら
の
う
え
三
月
末
H
ま
で
住
民
課
福
祉
保
ふ

粛

実
施
さ
れ
、
五
才
未
満
、
十
才
未
満
と
段
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

山

時
医

階
的
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
四
十

O
手
当
を
畏
け
る
ζ

と
が
で
き
る
人

山

ぺ
引

九
年
四
月
か
ら
は
三
人
目
以
上
の
児
童
の
①
十
八
才
末
満
の
児
童
三
人
以
上
義
背

山

ル

て

う
ち
義
務
教
育
終
了
間
の
去
に
支
給
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一

人
以
上
が

山

ド

ス

れ
る
ζ

と
に

な

り

ま

し

た

。

義

務

教

育

終

了

前

四
月
か
ら
新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
①
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が

一
定
額
（
…

ン

ど

る
方
は
、
①
印
鑑
持
参

⑦
加
入
年
金

（

扶

養

親

族
五
人
の
場
合
二
百
六
十
八

川

ヤ

－

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
船
保
年
金
等
の
万
円
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

…

キ

サ

配
田
守
番
号
①
払
込
み
希
望
金
融
機
関
の

O
手

当

額

山

口
座
番
吟
を
お
調
べ
の
う
え
、
ま
た
現
在
対
象
児
蛍
一
人
に
つ
き
月
額
三
千
円

…

第
二
十
六
回
朝
日
町
成
入
式
は
、
去
る

手
当
の
支
給
を
交
け
て
い
る
方
で
、
三
人

O
公
務
員
、
三
公
社
の
職
員
は
勤
務
先
へ

山一

月
十
五
日
成
人
の
日
に
、
体
育
セ
ン
タ

目
以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
閉
店
童
に
範
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

川
ー
に
お
い
て
成
人
者
二
六
二
名
中
一
四
九

回
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き

O
と
不
審
の
方
は
役
場
福
祉
係
に
問
い
合
m
b
引
を
迎
え
、

来
賓
多
数
臨
席
の
も
と
、
キ

手
当
額
の
支
給
さ
れ
る
万
は
、

聞
鑑
持
参

わ
せ
く
だ
さ
い
。

m

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
厳
粛
に
行

ひ

現
在
、
国
民
年
金
か
ら
各
種
年
金
を
受

給
中
の
人
は
、
年
に

一
度
、
現
況
届
を
提

出
し
て
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
こ
と
を
、
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
提
出
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。

老
令
年
金

通
算
老
令
年
金

第

十

二
目
n

一一
月

十
五
日

十
五
日

朝

町

日

あ

＠成人者 262名 ⑨

（間和32年8月8日）
第3組郵便物認可j第222号

行われる

(7) 

わ
れ
ま
し
た
。

消
慨
し
た
附
川
の
会
均
に
成
入
者
が、

「
三
六
五
沙
の
マ
ー
チ
」
に
の
っ
て
入
場

し
た
あ
と
、
山
女
二
人
の
成
人
指
代
表
が

ろ
う
そ
く
の
火
を
掲
げ
て
附
か
に
登
回
し

朝
日
町
肖
年
の
献
の
合
附
が
流
れ
る
中
、

会
場
中
央
に
置
か
れ
た
燭
台
の
二
十
ぶ
の

ろ
う
そ
く
に
点
火
さ
れ
る
や
、
開
会
が
宣

言
さ
れ
君
が
代
斉
唱
、
町
長
の
式
辞
、
成

人
者
代
表
の
答
辞
‘
町
議
会
議
長
の
祝
辞

が
あ
り
、
引
き
続
き
燭
台
の
灯
が
二
十
名

の
先
輩
の
青
年
間
日
白
か
ら
成
人
者
と
来
賓

の
手
に
俸
げ
ら
れ
た
ろ
う
そ
く
に
点
火
さ

れ
、
成
人
者
を
励
ま
す
「
詩
の
朗
読
」
、

町
背
年
団
長
の
激
励
の
辞
に
続
き
、
全
員

で
「
若
者
述
の
鰍
」
を
合
唱
し
、
教
育
要

員
長
の
閉
会
の
扶
拶
の
後
会
場
の
金
照
明

_L  

ノ＼

回成

人

式

一一
が
点
灯
さ
れ
版
蹴
な
探
聞
気
の
中
で
式
典

を
終
了
、

と
の
あ
と
、
会
員
に
よ
る
フ
ォ

ー
ク
ダ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
記
念
撮
彬
を
行
っ
て
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
一
方
、
当
日
は
体
育
福
祉
セ
ン
タ

ー
全
館
が
成
人
者
の
た
め
に
解
放
さ
れ
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
、
研
修
室
で
は
成

入
者
の
小
・
中
学
校
時
代
の
写
真
や
作
品

展
、
朝
日
町
の
文
佑
財
写
真
展
、
青
年
学

紐
や
青
年
間
体
の
活
動
指
表
一回
、
寄
せ
醤

き
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
も
う
け
ら
れ
、
成
人

者
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
幼
い
頃
の
友
と
あ

り
し
日
の
と
と
を
談
笑
し
合
い
、
成
人
者

の
つ
ど
い
を
掛
り
上
げ
ま
し
た
。

；取株 ±整：
締式 刀 宵

J役会 円 振 i
（警社 寄 興 j
~~ ヱ付 資：

；喜 ピ 舎；
：主ス V」 j

衛星

殿 1



(8) 

スキー教室開講

冬の体力づくり

草ぃ

附和4 9 主~ 2月l0日
月刊（毎月10日発行）

日 町朝

ひ

雪
に
親
し
み
、
冬
場
の
体
力
を
つ
く
ろ

う
と
、
今
年
も
朝
日
町
ス
キ
1
教
室
が
一

月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
三
日
間
三
崎

ス
キ
l
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

開
締
式
で
は
修
肱
の
印
刷
の
あ
と
紅
白
の

テ
l
プ
が
切
ら
れ
る
や
、

一
・
計
に
朝
日
ス

キ
1
ク
ラ
ブ
民
が
山
山
か
ら
ス
キ
1
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
ジ

ョ
ン
を
行
い
ス
キ
1
の
妙

授
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
生
は
三
十
余
名
で
、
技
量

に
応
じ
て
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
ス
キ
ー

ク
ラ
プ
員
の
熱
心
な
指
樽
の
も
と
に
受
講

生
は
汗
だ
く
に
な
っ
て
す
べ
り
、
そ
の
か

い
あ
っ
て
か
ス
キ
ー
を
は
く
の
さ
え
や
っ

3
9？
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一ti
－
－
積
雪
時
の
除
雪
励
行
と
l
i
－－

…

j
i
－
－
火
災
予
防
i
t
i
l
－－！一

い

ざ

と

い
う

と

き

に

備

え

て

み

協

力

惨三崎スキー場 4

ど
と
い
う
究
部
生
も
三
日
目
に
は
指
導
員
…
…

が

「
見
逃
え
る
ほ
ど
上
遅
し
た
」
と
感
心
出

し
て
お
り
、
受
講
生
も
今
冬
に
ま
た
ス
キ
…
…

ー
を
は
く
機
会
を
ぜ
ひ
持
ち
た
い
と
言
っ……

て
お
り
、
ス
キ
l
教
室
の
成
泉
は
期
待
以
…
…

上
で
し
た
。

間
泊
は
池
の
原
で
民
惜
し
、
三
日
間
心
……

の
ゆ
き
届
い
た
も
て
は
し
に
指
導
員
、
受
…
…
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
が
訪
れ
、
積
雪

講
生
一
同
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

……
の
た
め
消
防
車
及
び
救
急
車
の
彊
行
に
支

圃
閣
螺
幽
圃
圃
闇
岨国市

長
z

……
障
が
出
る
ζ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
特

闘
醐
問
問
M
悩
脚
l’

〉

十

’

……
に
市
街
地
で
は
積
雪
の
状
況
を
見
て
町
内

聞
覆
繍
割
引
J1

1

μ

，a
穴

L

……
の
一
斉
除
雪
を
実
施
す
る
な
ど
、
ご
協
刀

闘

麟

ソ

い
い

ぞ

号

．

”

……
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
寒
さ
が
同
地
し
に
献

血
圃
照
川
べ

占
骨
F
’

・ヘ

……し
い
毎
日
で
す
が
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の

z
 

韓
国
即

日

i
J

〈

……
暖
房
器
具
は
取
り
扱
い
を
あ
や
ま
る
と

一

鰯
槌
幽
圃
i

l
4
4

ー
…
…
瞬
に
し
て
大
惨
事
に
な
り
ま
す
。

関
側
幽
園
田
川
l
p
pιh膚
悶
邑
曹
司
，
，

m

暖
房
、
ガ
ス
器
具
の
取
扱
刀
法
等
に
充

鑓
繊
細
凶

a噂
附

t
’F

P
M

v
v
’

……
升
注
意
し
て
火
災
殆
生
の
防
止
に
つ
と
め

援
額
面
ーda

畑、．一
w
laa
－－
E
E

・F

窃
欝
路
樫

ー、

サ
J

y

l

－－
aa…
…
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
に
務
め
て
く
だ

懇＼
＼

F
t
s

，

……
さ
い
。

勝

麟
幽
脚
崎
一札

油

田

ね

…

…

O
屋
担
に
雪
が
多
く
積
も
る
と
忠
わ
れ
る

騒脳
圏
、一審
＼－

y
’

……
と
き
は
早
め
に
降
ろ
す
こ
と
。

縛
融
調
？と

ryv
t

…
…
塁
線
雪
量
警
に
降
ろ
し
た
ら
、
す

da園
鶴
岬
明
快
匝

E
F
L
F

……

ぐ
に
務
理
し
、
間
防
車
及
び
救
急
車
が

J
i
J
i
l－
－

a

一一
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
と
。

圃
咽
唖
掴
唖
咽
岨
圃
置
圃
圃
盟
国
園
田
園
…
…＠
尚
火
栓
、
貯
水
槽
は
町
内
を
守
る
大
切

．．
 

園
閣
制
闇
胴
町
圃
F
劃
圃
圃

E回
目
圃
…
…
な
水
利
で
す
。
除
雪
を
励
行
す
る
と

と。

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
…
…
＠
火
災
の
通
報
を
す
る
と
き
は
、
犠
所
円
以

卓

球

大

会

…

…
び
目
標
物
を
明
確
に
連
絡
す
る
こ
と
。

ま
た
救
急
車
を
要
請
す
る
と
き
は
、
場

ー
ー
参
加
者

募

集
｜
｜

所
、
目
傑
物
、
病
人
の
病
状
等
を
明
確

寒
さ
に
貨
け
ず

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い。

屋

内

ス

ポ

ー

ツ

守

口

日目・
※

火
災
が
発
生
一す
る
と
、
一

一
九
容

体
力
を
作
ろ
う

（
火
災
、
救
急
専
用
電
話
）
で
の
問

A
V
期
日

三
月
三
日
〈
日
）
午
前
九
時
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
じ
ベ
ル
が
鳴
り
止

。
会
場

泊

中

学

校

体

育

館

山

む

ひ

ま

が

あ

り

ま

せ

ん

。

。

申

し

込

み

ロ

も
し
ζ

の
聞
に
救
急
の
県
議
な
ど
が

当
日
会
場
で
受
け
つ
け
ま
す
。
ロ
あ
っ
て
も
話
し
中
と
な
り
、
大
山
な

ん

な

で

人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
火
災
等
の
問
い
合
わ
せ
に
、

一一

九
番
の
，
タ
イ
ヤ
N
を
凶
さ
れ
て

も
応
じ
ま
せ
ん
の
で
一
般
加
入
電
話

ω
1
0
0
0
九
訴
で
問
い
合
わ
せ
し

て
く
だ
さ
い
。

美
し
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
た
め
に

令
屋
外
広
告
物
法
の
改
正
や

都
市
の
美
観
風
致
の
維
持
と
公
衆
へ
の

危
害
防
止
を
図
る
た
め
、
間
利
二
十
四
年

に
屋
外
広
告
物
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が

、
最
近
の
違
反
広
告
物
の
増
加
の
実
情
か

ら
今
度
昼
外
広
告
物
法
の

一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

ζ

れ
を
横
会
じ
美
し
く
明
る

い
町
づ
く
り
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
と
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
改

正

の

要

点

違
反
広
告
物
の
取
除
き

従
来
、
違
反
は
り
紙
に
つ
い
て
の
み

行
政
庁
が
行
政
代
執
行
法
の
適
用
に
よ

ら
ず
除
却
で
き
ま
し
が
、

昭
和
四
十
八

年
十
二
月
十
六
日
か
ら
は
選
比
は
り
札

、
立
看
板
に
つ
い
て
も
同
岐
に
除
却
で

き
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
、

2

屋
外
広
告
集
を
幽
固
な
む
者
の
届
出
制

等
の
創
股

属
外
広
告
業
を
常
む
者
は
、
知
事
に

届
け
出
を
な
し
、
県
が
行
う
講
習
会
の

部
程
を
修
了
し
た
者
（
営
業
所
ご
と
に

）
を
置
く
べ
き
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

入
善
土
木

e務
所
へ

電
話
O
七
六
五
l
七
二
｜
一
一一一一一］ 

一
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朝
日
町
各
地
区
の

圃
区
長
さ
ん
き
ま
る
圃

山

崎

大

井

四

郎

大
家
圧

高
岡
憲
次
郎

南

保

坂

口

良

造

五
箇
庄

金

井

憲

治

泊

一
区

水
島
畑
次
郎

泊
二
区

柚

木

文

次

泊
三
区

岩

国

繁

松

恒

川

折

谷

隆

夫

宮

崎

扇
谷
九
左
衛
門

域

金

森

甚

六

区
長
会
役
員

会

長

高
国
憲
次
郎

刷
会
長

治

問

繁

松

優
良
青
年
と
し
て

表
彰
の
栄

意
義
あ
る
成
人
の
日
に

H
間
部
和
美
さ
ん
H

(9) 

県
教
育
委
・員

会
に
よ
る

「
成

人
の
日
」
を
記

念
し
た
優
良
青

年
、
団
体
の
表

彰
式
が

一
月
十

四
日
県
庁
で
行
わ
れ
、
朝
日
町
の
岡
部
和

美
さ
ん
が
優
良
背
年
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

間
部
さ
ん
は
連
合
背
年
問
削
間
長
と
し

て
七
ル
の
団
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、
女

子
日
闘
の
組
鍛
づ
く
り
と
研
修
活
動
に
つ

と
め
、
さ
ら
に
背
年
学
級
の
運
営
に
も
積

極
的
に
参
加
し
一
庖
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

,u.r, 
-7-

園

だ

よ

り

新
年
の
作
品
募
集
に

多
数
の
学
童
が
入
選

－
諸
白
本
新
聞
社
J

r富
山
新
聞
社

L

北
臼
本
新
聞
社
と
富
山
新
聞
社
募
集
の

恒
例
新
年
作
品
に
、
朝
日
町
で
は
、
次
の

入
選
者
が
あ
り
ま
し
た
。

（北
日
本
新
聞
〉

留
学
の
部

創
的
小
川
中
．

一年

入
選

。

一

年

時
の
部

子
ど
も
が
宵
つ
過
寂
で
も
っ
と
も
た

い
せ
つ
な
の
は
父
の
強
さ
と
、
母
の
催

し
さ
で
す
。
乙
の
阿
面
が
強
力
な
非
行

防
止
の
た
め
の
第
一
の
防
波
堤
と
な
り

ま
す
。さ

ら
に
峨
場
の
責
任
者
や
地
域
の
人

々
は
第
二
の
防
波
提
と
い
え

……
れ

ν
……
ま
し
ょ
う
。

－h
一

さ
て
今
年
も
不
業
、
就
職

！
・
・

…
…
だ
…
…
卒
業
就
職
期
の
少
年
非
行
防
止

察

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
ζ

の

臨
圃
…
…
時
期
は
、
学
生
、
生
徒
は
も

．
：

叩

ち
ろ
ん
保
護
者
ま
で
が
蕗
ち

つ
き
を
失
い
、
と
か
く
不
安
な
毎
日
を

送
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

ま
だ
新
し
い
学
校
や
犠
場
に
対
す
る

期
待
や
不
安
感
な
ど
か
ら
感
受
性
の
強

い
子
ど
も
の
心
は
迷
い
や
す
く
、
わ
ず

か
な
失
敗
や
し
げ
き
が
も
と
で

「
盗
み

勝 J.l<jjiJ 7.1< 
JI：上川 :Jr
醤絹保

JJ子 m修
・令

境
小

六
年
水
島
利
久

悶
保
小
三
年
中
山
即
忠
子

。
責
任
・
米
戸
川
M
士
英

世
川
小
五
年
長
井
縫
子

境

小

五

年

渡

辺

脳

炎

h
q

五
箇
庄
小
六
年

山
手
早
百
合

符
の
部
制
慌
の
氷
山
川
利
久
討
は
、

一
昨

年
銀
筒
、
昨
年
余
白
を
う
け
て
お
り
、

い
ず
れ
も
、
海
釣
り
を
う
た
っ
て
、
入

賞
し
て
い
る
。

（
富
山
新
聞
）

習
字
の
部

山
作
大
家
出
小
一
年
よ
し
だ
み
つ
お

狩

の

部

一
叩

境

小

山ハ
午

一二
m

b

q

hq

作
文
の
部

三
府
大
家
庄
小
二
年

代

作

。

二
年

。入 制
選口

// ’r 

1}< 1iif 
1；~ Ill 
口敏
IH樹
災

石
井
山
英
子

川
上
川
チ

」
「
た
か
り
」
「
盛
り
場
は
い
か
い
」
明

な
と
躍
の
泊
に
は
し
る
例
も
少
な
《
あ
H

り
ま
せ
ん
。

と
の
と
と
か
ら
－
牟
業
、
就
航
期
に
お

け
る
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
の
限
語

を
掲
献
し
て
み
ま
し
た
。

（
家
庭
）

・
失
敗
に
感
情
で
怒
っ
て
も
逆
効

果
、
な
ぐ
さ
め
励
ま
す
親
心

〈職
喝
）

・
よ
く
教
え
、
仕
併
に
自
信
と
よ
ろ

と
び
を

〈地
域
住
民
〉

・
人
の
子
も
わ
が
子
と
同
じ
愛
の
手

で

（少
年
）

・
震
惑
に
負
け
ず
に
正
し
く
生
き
ぬ

こ
う
。

－MF込
2
X礼
帽
W
M百
J
H喰
M
U

、
L
P也
E
W比
O
K

戸

籍

の

訂

正

知

っ
て
お
き
た
い
身
近
な
法
律

裁

判

所

だ

よ

り

H

一戸
籍
に
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
一

人
の
氏

名
生
年
月
日
、
父
母
の
名
な
ど
の
ほ
か
、

婚
制
、
益
チ
雄
創
な
ど
入
の
出
作
か
ら
死

亡
ま
で
の
、
身
分
関
係
に
関
す
る
引
が
ら

が
記
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

μ籍
の
記
載
は
普
通
、
届
出
に
基
寸
い

て
さ
れ
ま
す
が
、

戸
籍
を
取
り
扱
う
市
町

村
長
は
、
届
出
に
形
式
的
な
潟
査
を
す
る

に
と
ど
ま
り
、
閉
山
の
内
容
が
正
確
な
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
実
質
的
に
世
間
有
・を
す

る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
と
き
に
は

口
実
で
な
い
州
出
が
そ
の
ま
ま
受
即
さ

れ
、
誤
っ
た
い
舗
の
記
峨
が
さ
れ
る
と
と

も
あ
り
ま
す
ω

乙
の
浪
り
を
真
実
に
合
欽

す
る
よ
う
訂
正
す
る
た
め
、

．ド
鰯
訂
正
の

手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
刊
鯖
の
訂
正
は
ど
の
よ
A
1
’に
し
た

ら
よ
い
か
、
そ
れ
に
は
そ
の
誤
り
の
以
囚

や
内
容
の
ほ
か
、
身
分
関
係
に
重
要
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
な
ど
に
応
じ
て
、
そ
の

方
法
を
分
け
る
と

ω
市
町
村
長
が
聴
権
で
訂
正
で
き
る
溺

合。
ω
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
訂
正
で

き
る
場
合
。

ω
地
方
裁
判
所
の
判
決
か
、
あ
る
い
は

と
れ
と
向
じ
効
力
の
あ
る
家
庭
裁
判
所

の
栴
判
に
基
づ
い
て
訂
正
で
き
る
場
合

の
三
種
が
あ
り
ま
す
。

誤
っ
た
戸
籍
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
後
回
相
続
な
ど
の
問
題
が
生
じ

た
と
き
に
思
わ
ぬ
紛
争
が
起
ζ
り
ま
す
の

で
、
記
載
の
誤
り
に
気
づ
い
た
と
き
は、

家
庭
裁
判
所
で
相
談
さ
れ
て
、
早
自
に
手

続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

お
年
玉
っ
き
は
が
き
の
賞
品
の

引
き
換
え
は
お
早
め
に

お
年
五
臼
品
の
引
換
期
間
は
七
月
十
九

日
ま
で
で
す
。

当
せ
ん
し
た
艇
部
は
、
く
じ
得
吟
部
分

を
切
り
離
さ
ず
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

な
お、

一一一
等
以
上
の
賞
品
脅
受
け
と
る

場
合
は
、
署
名
か
抑
印
が
必
裂
で
す
。

号
一け
は

2
－

1
一

υ

l

m

∞
一
閃

F
I
、rr
、
n
H
M

－dl
－

Fa
’－

2
J
E
た
7
け

u
t
川
一t
J
’日

7
5一
0
7
2同
川
一り
d
H
U
UH
川
！

－
F
ヲ
f
q
L
Z
J
J
W

－
t
C7
4
n
u一
q
u今
L
F吋
l
l

川一は
い

E
V一戸川｜
一日

日
H

一制
尚
一
組

一組
通
一
組

一紺
泊
一
ク

5

1
一間
以
「い門店
σ
降

μ区
以
「

γ
！ぃ

一

二
山
一

ω
一ト
川
一
ド

－

沢
一

〆
ロ
一
毛

幻

ヴ
μ
一リ

ニ

卜

一
プ
一
コ
一
気

日

一七
二
グ
ガ
一
－

一

一コ

ス
一
昭

B
一グ
れ
一と
グ
一
シ

年
一

テ
レ
ィ
一
戸

D

一ン－

下

ン
一
手

日付
ト

デ
－
ナ

め

士
一ュ
一ヅ
イ
一
切

－オ
7

パ
一
ョ

ゆ

一
一
三
セ
テ
一
玉

お
一ジ
セ

立

一シ

「

一レ
バ
一間

二

年

一ラ
カ

日

一
ナ・

一ト
エ
一民

一
お

級
一
等

一
等

等

一
等

一
等

師

V

－
1

－
2

3

一4
一5

還
付
薬
・
の
再
差
し
出

し

が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

送
出
入
に
か
え
さ
れ
た
郵
便
葉
習
は
、

表
面
の
み
や
す
い
と
と
ろ
に

「
再
差
出
し

』
と
朱
記
し
て
、
新
た
に
郵
便
切
手
を
は

れ
ば
再
び
差
し
出
す
乙
と
が
で
き
ま
す
。

一
北

電

だ
よ
り
一

円
深
刻
な
石
油
情
勢
の
た
め
電
力
の
供
給

力
も
赤
信
号
で
す
。

け
す
で
に

一
月
十
二
日
か
ら
は
穴
口
工
場

や
商
店
の
広
告
燈
、
ネ
オ
ン

・
サ
イ
ン
等

の
使
用
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
川
町
民
の
み
な
さ
ん
節
電
に
い
っ
そ
う
の

と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。no守

t
1
・
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一l
歳
末
た
す
け
あ
い
l

一

「
｜
｜
運
動
の
成
果
｜一

昭和 49年 2月 10日
月刊（毎月10日発行〉

附
和
四
十
八
年
の
歳
未
た
す
け
合
い
運

動
は
町
民
の
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
と

協
力
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
大
き
な
成

県
を
あ
げ
ま
し
た
乙
と
を
、
こ
こ
に
厚
く

お
州
市
し
あ
げ
ま
す
。

門
H
t

、
ノ

E
J
4・A
H
E
R
J
ζ
J
R
J
n
u
n
o
r
O
A守

n
u
n
u

n
v
p
h
U
ハ
κυ
内
〈
リ
ハ
x
u
n
u
J
q

、一w内4
J
v
h
h
u
n
M
d

《
川
U

円
H
U
門
川
u

も

ι
0
7
2
1
3
ι
3
6・
寄
J

0

0

た

m
m
w
M邸
内
明
お
お
お
羽
じ
犯

J
m
u

れ

2

5

通
2
金
1
D・

ら

を

舞

1

せ
区
y

y

y

y

y

p

y

J

の

見

帯

地
4

4

4

4

d

d

d

行
も
の

f

に

庄

附

保

庄

川

崎

計

銀

た

町

E

袋

家

箇

泊

境

窓

れ

日

去

の

火

山

市

五

恒

常

小

善

ら

朝

i
E

漫

「
せ
「

こ
れ
を
次
の
よ
う
に
配
分
贈
呈
し
ま
し

た。生
活
保
護
世
帯
六
五

（
一
二
七
人
）

二
八
九
、
五

O
O円

生

活

困

窮

者

五

三

人

七
九
、
五

O
O円

寝
た
き
り
及
び
単
身
老
人

一
八

O
人

二
七

O、

0
0
0円

重

度

心

身

障

害

者

八

八

人

一
三
二、

0
0
0円

施
設
入
所
者

三
O
人

六
O
、
O
ハ）
O
円

長
期
入
院
療
養
者

一
O
三
人

二
O
六、

0
0
0円

合

計

五

八

一

人

一、

O
三
七、

0
0
0円

布
の
外
N
H
Kよ
り
の
配
分
金

五
二
、
ス

δ
円

指
示
に
よ
り
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
在
宅

電
症
心
身
障
害
児
に
、
ま
た

家
庇
防
備
薬
入
袋
（
県
共
同
募
金
会
〉

を
七
O
才
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
七
九
人

に
そ
れ
ぞ
れ
聞
呈
し
ま
し
た
。

ひさあ（駒嵐長易会自）第222号

心
温
ま
る
善
意
の
数
々

H
朝
日
町
善
意
銀
行
H

つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
、
朝
日
町
普
意

銀
行
へ
、
社
余
裕
枇
の
増
進
の
た
め
に
、

貴
重
な
醤
意
を
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
仙
申
し
あ
げ
ま
す
。

五
百
円
也
笹
川

と

く

名

殿

歳
未
た
す
け
あ
い
の
た
め
に

五
千
弐
百
七
拾
六
円
也

山
崎

真

部

農

作

般

畝
母
真
部
そ
よ
さ
ん
の
供
養
の
た
め
、

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

壱
万
参
百
拾
円
也

朝
日
町
連
合
青
年
間
殿

チ
ャ
リ
テ
ィ

3

タ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ

ー

の
益
金
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

壱
万
壱
千
参
百
円
也

東
草
野
児
童
ク
ラ
ブ

殿

東
草
野
の
児
童
ク
ラ
プ
の
小
学
生
の
悶

さ
ん
五

O
名
が
そ
れ
ぞ
れ
お
小
遣
い
の

中
か
ら
会
開
を
持
ち
よ
り
、
す
べ
て
会

員
の
自
主
的
な
企
闘
で
「
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
L

の
鰻
い
を
催
し
た
。
そ
の
経

費
の
残
金
を
忠
ま
れ
な
い
子
供
連
の
た

め
に
投
江
て
て
く
だ
さ
い
と
指
導
者
の

犬
旧
久
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